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萩
・明
倫
学
舎
の
「
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
」で
は
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」に
見
る
「
19
世
紀
末
の
世
界
史
の

奇
跡
」と
賞
賛
さ
れ
た
日
本
の
急
速
な
近

代
化
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。わ
が
国
に
お

け
る
工
学
教
育
の
必
要
性
を
説
い
た
先
駆

者
吉
田
松
陰
と
、そ
の
意
志
を
継
ぎ
実
践
し

た
松
下
村
塾
門
下
生
た
ち
の
果
た
し
た
役

割
や
、萩
の
５
資
産
が
現
代
に
伝
え
る
物
語

を
、映
像
や
パ
ネ
ル
、レ
プ
リ
カ
の
展
示
に

よ
り
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
初
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」を
構
成
す
る
23
資
産
の

全
容
を
、映
像
や
写
真
等
で
紹
介
し
ま
す
。

　

世界遺産ビジターセンター
〜萩・明倫学舎内にリニューアル〜

萩・明倫学舎オープン！もっと知りたい

世界遺産ビジターセンター
▷見学順路：萩・明倫学舎
　２号館の東側の２階から１階

　

萩
の
５
資
産
を
ド
ロ
ー
ン
で
空

撮
し
、迫
力
あ
る
映
像
を
公
開
し
ま
す
。ま

る
で
鳥
の
よ
う
な
視
点
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

体験

　

18
世
紀
半
ば
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス

問い合わせ
萩・明倫学舎推進課
（２５・３１１７）

　

た
た
ら
製
鉄
の
現
場
で
使
わ
れ

「萩城下町絵図屏風」日本海に
面する三角州上に形成された
萩城下町（萩博物館蔵）

　

産
業
革
命
の
使
者
と
し
て
、「
鎖

解説
ポイント

国
」日
本
の
扉
を
外
側
か
ら
こ
じ
開
け
る

こ
と
に
成
功
し
た
ペ
リ
ー
に
対
し
、「
鎖

国
」の
殻
を
内
側
か
ら
破
ろ
う
と
し
た
兵

学
者
吉
田
松
陰
。松
陰
は
、欧
米
列
強
が
な

ぜ
強
大
な
軍
事
力
を
も
つ
に
至
っ
た
の
か

を
研
究
し
、技
術
者
の
育
成
こ
そ
が
重
要

だ
と
の
結
論
を
得
ま
す
。そ
の
上
で
、国
の

「海国図志」吉田松
陰が熟読した中国の
世界地理・歴史書

（萩図書館蔵）

た
天て
ん
び
ん秤
ふ
い
ご
（
足
ふ
み
式
の
送
風
機
）

の
模
型
を
設
置
し
、実
際
に
ふ
い
ご
作
業

が
体
験
で
き
ま
す
。

　　

松
下
村
塾
の
セ
ッ
ト
を
設
置
し
、「
海か
い
こ
く国

図ず

し志
」「
坤こ
ん
よ
ず
し
き

輿
図
識
」な
ど
、松
陰
が
用
い
た

書
物
等
を
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、明
治
の
工

業
化
政
策
を
牽
引
し
た「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

や
松
下
村
塾
門
下
生
の
活
躍
を
、写
真
や

ド
ラ
マ
仕
立
て
の
映
像
で
紹
介
し
ま
す
。

天秤ふいご（模型）イメージ

　

こ
こ
で
は
、日
本
の
近
代
化
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
し
た
欧
米
列
強
の
世
界
進
出

の
状
況
を
、当
時
の
世
界
地
図
な
ど
に
よ

り
紹
介
す
る
と
と
も
に
、萩
城
下
町
絵
図

屏
風
や
萩
城
の
絵
葉
書
（
古
写
真
）な
ど

の
展
示
で
、工
業
化
に
取
り
組
ん
だ
時
代

の
姿
を
残
す
萩
城
下
町
を
視
覚
的
に
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

に
続
き
、欧
米
各
国
は
次
々
に
産
業
革
命

を
達
成
し
、勢
力
を
拡
大
。19
世
紀
半
ば
に

は
植
民
地
や
市
場
を
求
め
、東
ア
ジ
ア
に

本
格
的
に
進
出
し
始
め
ま
す
。

　

徳
川
幕
府
は
二
百
数
十
年
に
わ
た
り
、

諸
藩
の
武
力
を
抑
制
し
ま
す
が
、ア
ヘ
ン

戦
争
や
ペ
リ
ー
来
航
と
い
う
対
外
的
な
危

機
の
高
ま
り
を
き
っ
か
け
に
、洋
式
砲
術
の

奨
励
や
大
船
の
建
造
の
解
禁
な
ど
、方
針

を
大
き
く
転
換
。こ
の
よ
う
な
中
、萩
（
長

州
）藩
を
は
じ
め
と
す
る
西
南
雄
藩
は
、洋

式
大
砲
の
鋳
造
と
軍
艦
建
造
に
挑
戦
し
ま

す
。萩
城
下
町
は
、日
本
が
工
業
化
初
期
に

試
行
錯
誤
を
重
ね
た
舞
台
の
典
型
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

萩
反
射
炉
、恵え

び

す

が

は

な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、

大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
は
、萩
（
長
州
）

藩
が
自
力
で
、製
鉄
や
造
船
の
近
代
化
に

挑
戦
し
、試
行
錯
誤
を
重
ね
た
こ
と
を
具

①

④

③②

体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、反
射

炉
の
断
面
図
な
ど
の
資
料
の
展
示
に
よ

り
、そ
の
軌
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

映像 　
世
界
文
化
遺
産
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」

　
19
世
紀
中
期
の
世
界
と
日
本

～
工
業
化
試
行
錯
誤
の
舞
台

　
製
鉄
近
代
化
、造
船
近
代
化

へ
の
挑
戦

　
工
学
教
育
の
先
駆
者
吉
田
松
陰 

～
明
治
の
工
業
化
と
「
長
州
フ
ァ

イ
ブ
」た
ち

❶❷

❸

❹
解説
ポイント

３月４日

振
興
の
た
め
に
は
、身
分
の
高
低
を
問
わ

ず
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
や
、実
技
を
重

視
し
た
作
業
場
を
学
校
に
付
設
す
る
こ
と

が
必
要
と
論
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、文
久
３
年
（
１
８
６
３
）、萩

（
長
州
）藩
が
イ
ギ
リ
ス
に
密
航
留
学
さ
せ

た
、松
下
村
塾
門
下
生
の
伊
藤
博
文
を
は

じ
め
５
人
の
若
者
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」は
、

欧
米
列
強
の
軍
事
力
の
背
景
に
あ
る
工
業

力
を
肌
で
感
じ
、日
本
の
工
業
化
の
必
要

性
に
目
覚
め
、帰
国
後
、そ
れ
ぞ
れ
日
本
の

近
代
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
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　ガンと闘いながら若年性アルツハイマー
の妻を介護した日々をつづった、金谷天満
宮宮司の陽

みなみ

信
の ぶ た か

孝さん原作の映画「八重子の
ハミング」の先行上映が、映画の舞台であ
る萩を皮切りに、県内でスタートしました。
　10 月 29 日、県内トップで上映された萩
ツインシネマには、多くの市民が来場。上
映前に佐

さ さ べ

々部 清
きよし

監督や主演の升
ます

毅
たけし

さん、
高橋洋

よ う こ

子さんが舞台あいさつを行うと、客
席からは大きな拍手が送られました。
　美しい萩の映像も多く登場する、映画「八
重子のハミング」を、ぜひご覧ください。

　佐々部清監督と原作者の陽信孝さんの
トークイベントが行われます。
■とき　11 月 25 日（金）▽映画上映 午
後６時 30 分～（開場は午後６時）
▷トーク　午後８時 30 分～９時
■ところ　萩ツインシネマ
■料金　通常鑑賞料金（前売券、ツインシ
ネマ会員券も可）
■定員　100 人（先着順）
■申込方法　11 月 15 日から電話受付
■問い合わせ
萩ツインシネマ（２６・６７０５）

　

■
市
長
コ
ラ
ム
No.137

世界文化遺産登録
一周年記念絵画募集
２０１６絵画展

　

市
で
は
、
昨
年
７
月
に
世
界
遺
産
登
録

さ
れ
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
５
資
産
（
萩
反
射
炉
、
恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造

船
所
跡
、
大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
、
萩

城
下
町
、
松
下
村
塾
）
を
テ
ー
マ
に
絵
画

を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
審
査
結
果
（
審

査
は
萩
美
術
協
会
）
と
展
示
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
審
査
結
果
】

か（
白
水
小
６
年
）「
そ
び
え
立
つ
反
射
炉
」

［
中
学
生
の
部
］

▽
最
優
秀
賞　

玉
た
ま
い
ち一
陽は

る留（
萩
西
中
１
年
）

「
萩
反
射
炉
」

▽
優
秀
賞　

益
ま
す
な
り成
充み

お織（
田
万
川
中
２
年
）

「
萩
城
下
町
」、須す
ご
う郷
怜れ
い

（
田
万
川
中
３
年
）

「
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
」、
田
村
眞ま

こ子
（
萩
西
中

３
年
）「
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
と
漁
船
」

【
絵
画
展
】

■
と
き　

11
月
19
日（
土
）～
平
成
29
年
２

月
12
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
学ま
な
び
ー
や

び
舎 

無
料
ゾ
ー
ン

■
内
容　

小
学
生
・
中
学
生
の
部
そ
れ
ぞ

れ
入
賞
作
品
10
点
を
展
示

※
昨
年
度
募
集
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
賞
作
品
８
点
も
同
時
展
示
。

■
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
８
３
５
）

■
内
容　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
構
成
資
産
で
あ
る
萩
の
５
資
産
の
風

景
・
景
色
等
を
描
い
た
絵
画
を
小
学
４
～

６
年
生
と
中
学
生
か
ら
募
集

■
応
募
点
数　

小
学
生
の
部
57
点
、
中
学

生
の
部
76
点

［
小
学
生
の
部
］

▽
最
優
秀
賞　

波は

だ

の
多
野
綾あ
や
ね音

（
椿
東
小
６

年
）「
城
下
町
の
白
壁
」

▽
優
秀
賞　

村
木
汐し
お
り里

（
椿
東
小
４
年
）

「
萩
反
射
炉
」、國
光
蒼あ
お
い葵

（
明
倫
小
５
年
）

「
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
」、
百ゆ

り

の
合
野
ほ
の

映
画

「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」

好
評
上
映
中
！

小学生の部 最優秀賞
「城下町の白壁」

中学生の部 最優秀賞
「萩反射炉」

◆トークイベントを開催します

祝

　

秋
も
深
ま
り
暦
の
上
で
は
立
冬
。

市
内
各
地
区
で
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

等
の
行
事
も
一
段
落
し
、12
日
、13
日

は
萩
市
全
体
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、

時
代
ま
つ
り
。ま
た
夏
期
か
ら
続
い

た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
、江
崎
・

小
川
を
も
っ
て
終
了
。多
く
の
皆
様

の
参
加
を
い
た
だ
き
、ご
提
案
や
ご

意
見
を
多
数
頂
戴
し
た
。

　

中
で
も
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
ご
指
摘
は
印
象
に

残
る
も
の
だ
っ
た
。高
齢
者
の
方
々

に
と
っ
て
も
、萩
を
訪
れ
る
観
光
客

に
と
っ
て
も
利
活
用
し
や
す
い
ト
イ

レ
に
す
べ
き
と
の
観
点
か
ら
の
ご
意

見
は
全
く
同
感
で
あ
る
。現
在
、萩
市

は
次
の
よ
う
な
原
則
を
設
け
て
い

る
。①
洋
式
便
器
は
最
低
で
も
２
分

の
１
以
上
と
す
る
。②
利
用
者
の
多

い
と
こ
ろ
は
多
目
的
ト
イ
レ
を
設

置
。③
便
器
数
の
男
女
比
は
１
対
２

と
す
る
。既
設
施
設
の
改
修
に
つ
い

て
も
、こ
の
基
準
に
準
じ
て
施
設
の

事
情
等
を
考
慮
し
て
設
置
。温
水
洗

浄
便
座
、手
す
り
等
の
設
置
基
準
も

定
め
て
い
る
。懸
案
の
世
界
遺
産
萩

反
射
炉
の
ト
イ
レ
も
間
も
な
く
竣
工

の
見
込
み
。ト
イ
レ
の
話
題
で
恐
縮
。



市報HAGI●2016（平成28）年11月15日号 4

萩 市 教 育 文 化 奨 励 賞
萩市の教育・文化・体育の振興に努めた個人および団体を表彰。

昭和 42 年に杉道助文化奨励賞として始まり、その後、教育・体育奨励賞が加わり、教育文化奨励賞となりました。

教育功労賞

小
お の む ら

野村 寛
ひろし

（67 歳 椿東）

　平成元年から椿東地区子ど
も会と萩市子ども会のパイプ
役として活躍。平成 28 年度
から萩地子連会長。子ども会
活動のリーダーとして、他の
育成者等の模範となるなど、
子ども会活動に貢献。

28年度

教育奨励賞

多
た ま

磨小学校  読み聞かせボランティア
（平成 15 年設立）

　地域住民による読み聞かせグループ。当初月１回
程度の活動も保護者を巻き込むことで実施回数も増
加。また、読み聞かせ協議会を開催するなど、学校
職員や保護者ボランティアとの連携を強化すること
で、児童の読書活動や情操教育の推進に貢献。

文化功労賞

見島牛
うし

保存会 （昭和 42 年設立）

　農業の機械化等により見島ウシが減少したことか
ら、天然記念物としての保存に対し危機感が高まり、
会を設立。昭和 50 年には頭数が 33 頭まで減少し
たが、現在は、80 頭まで回復。その後も種の保存
活動などに積極的に取り組み、見島牛の保存に貢献。

文化功労賞

上
か み み は ら

三原の田植えばやし保存会（須佐）
（昭和 47 年設立）

　保存会発足以来、現在まで長年にわたり県指定無
形文化財として保存活動を行うとともに、平成９年
から育英小学校の授業の一環として、子ども田植え
ばやしの指導を行うなど、地域の伝統文化の保存・
継承や後継者の育成に貢献。

特別賞

山口県立萩高等学校合唱部
（昭和 23 年設立）

　創部以来、県内有数の高校合唱部として高い評価
を受ける。今年は「第 83 回 NHK 全国学校音楽コ
ンクール全国コンクール」、「第 69 回全日本合唱コ
ンクール」の２大全国大会出場の快挙を果たすなど、
萩市の音楽分野の発展に貢献。

教育功労賞

山
やました

下 清
き よ こ

子（75 歳 三見）

　平成 10 年度から三見婦人
会会長として、三見地域の女
性活動の中核を担い、指導者
として地域の社会教育や文化
の発展に寄与。平成 28 年度
からは萩地域連合婦人会会長
として地域に貢献。

教育奨励賞

岩
いわもと

本 眞
ま ち こ

知子（64 歳 弥富）

　「第 21回 国民文化祭・や
まぐち 2006」の「子ども夢
プロジェクト」で弥富小学校
の児童を指導。その後も創作
舞台等の演技指導を行うな
ど、小中学校、地域の文化振
興に貢献。

文化功労賞

伊藤 粂
く め お

雄（84 歳 椿東）

　平成７年に上野神楽舞保存
会を設立し、途絶えていた上
野高

た か だ

田社（荒神様）の神楽舞
を再興。子ども達の舞指導や
後継者育成に尽力するなど、
上野地区の伝統芸能伝承活動
に貢献。

特別賞

野村 和
な ご み

未（萩光塩高校３年）

　長野県小諸市主催「第 22
回小諸・藤

とうそん

村文学賞」高校生
の部で、「父」を題材に娘から
見た父親像をコメディータッ
チに描いた作品が 1,350 編の
応募の中から最優秀賞を受
賞。今後の活躍も期待される。
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髙
た か や

屋 英
ひ で と

人（66 歳  土原）

　昭和 56 年から萩市陸上競
技協会理事。平成 22 年から
萩市陸上競技協会会長とし
て、萩城下町マラソンや萩市
駅伝競走大会などの運営と発
展に尽力するなど、地域のス
ポーツ振興に貢献。

体育功労賞 28平成

　

市
で
は
、
今
年
度
よ
り
結
婚
を
希
望
す

る
独
身
者
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
や
、
結

婚
を
応
援
す
る
機
運
を
社
会
全
体
で
高
め

る
た
め
、「
出
会
い
の
場
づ
く
り
応
援
事

業
～
は
ぎ
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
、
２
つ
の
素
敵
な

婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
紹

介
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
11
日
（
日
）
午
後
７
時
～

（
受
付　

午
後
６
時
30
分
～
）

■
と
こ
ろ　

萩
本
陣

■
内
容　

会
話
の
時
間
を
た
く
さ
ん
と
っ

て
気
楽
に
安
心
し
て
参
加
で
き
る
パ
ー

テ
ィ
ー
。
自
己
紹
介
、
食
事
を
し
な
が
ら

の
交
流
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム
な
ど

※
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
非
公
開
。

■
対
象
者　

萩
市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は

将
来
萩
市
に
住
む
希
望
が
あ
る
20
～
45
歳

の
独
身
者

■
定
員　

60
人
（
男
性
30
人
、女
性
30
人
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
料　

男
性
３
０
０
０
円
、
女
性
２

出
会
い
の
場
づ
く
り
応
援
事
業

は
ぎ
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

♡
恋
活
パ
ー
テ
ィ
ー
♡

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
企
画
政
策

課
定
住
対
策
室
（
２
５
・
３
８
１
９
）

出会いを求めるあなたへ
婚活イベント参加者大募集！

０
０
０
円
（
飲
食
代
込
）

■
主
催
・
申
し
込
み　

11
月
30
日
ま
で
に

萩
商
工
会
議
所
（
２
５
・
３
３
３
３
）
横

見
へ

■
と
き　

12
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分
（
受
付　

午
前
９
時

30
分
～
）

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

■
内
容　

婚
活
マ
ナ
ー
講
座
な
ど
を
受
講

し
た
後
、
参
加
者
全
員
で
ピ
ザ
作
り
交
流

会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
リ
ー
ト
ー

ク
タ
イ
ム
を
楽
し
む
婚
活
イ
ベ
ン
ト

■
対
象
者　

萩
市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は

将
来
萩
市
に
住
む
希
望
が
あ
る
20
歳
以
上

の
独
身
者

■
定
員　

20
人
（
男
性
10
人
、女
性
10
人
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
食
事
代
等
）

■
主
催
・
申
し
込
み　

12
月
15
日
ま
で
に

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
２
１
・
７
５
０
１
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）

ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
待
て
な
い
！

ま
ち
婚　

婚
活
セ
ミ
ナ
ー
＆

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

池田 日
ひ で お

出夫（71歳  椿東）

　昭和 57 年から萩市野球連
盟審判員として審判長や中国
地区審判指導員として活躍。
現在も若手審判員の指導にあ
たり、多数の優秀な審判員を
育成するなど地域のスポーツ
振興に貢献。

体育功労賞

結婚を希望する方をさまざまな形
で応援する「はぎ縁結び応援団」
を募集しています！

◆登録企業（団体）一覧
協和建設工業、萩商工会議所、社団慈生
会、萩市社会福祉事業団、西京銀行萩支
店、まちづくりの会、萩ケーブルネット
ワーク、萩むらた病院、萩山口信用金庫、
山口銀行萩支店、山口県漁業協同組合は
ぎ統括支店、あぶらんど萩農業協同組合、
玉木病院、興和産業、萩市役所、萩市中
学校長会、萩市社会福祉協議会、萩本陣、
萩市小学校長会、萩市田町商店街振興組
合連合会、萩市歯
科医師会、アート
カンパニー、萩薬
剤師会
※登録順
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さ
ん
が
住
宅
を
造
る
こ

と
に
合
意
さ
れ
れ
ば
、

宅
地
分
譲
や
公
営
住
宅

等
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
【
特
色
あ
る
学
校

　
　

づ
く
り
】

　
　

教
育
に
関
心
を
持

つ
親
は
多
く
、
小
中
学

路
沿
い
に
移
転
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
「
つ
つ
じ
」の
前
を
通
る
ル
ー
ト
は
、道

路
構
造
上
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。移

転
の
要
望
に
つ
い
て
は
、対
応
で
き
る
か
こ

れ
か
ら
検
討
し
ま
す
。

　
　
【
旧
明
木
中
学
校
の
跡
地
利
用
】

　
　
　

旧
明
木
中
学
校
は
、
ア
ク
セ
ス
も

便
利
な
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
人
口

定
住
対
策
と
し
て
住
宅
用
地
な
ど
で
利
用

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

跡
地
利
用
と
し
て
、明
木
地
区
の
皆

　
　
【
福
栄
総
合
事
務
所
と
福
栄
コ
ミ
ュ

　
　

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
改
築
】

　

福
栄
総
合
事
務
所
と
福
栄
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
年
数
が
経
っ
て
老
朽
化

が
進
み
、耐
震
化
問
題
も
あ
り
ま
す
。改
築

の
計
画
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

福
栄
総
合
事
務
所
と
福
栄
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、既
に
法
定
耐
用
年
数

も
経
過
し
て
お
り
、新
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
状
況
で
す
。総
合
事
務
所
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
改
築
等
は
、旧

学
校
舎
等
と
の
関
係
も
含
め
た
全
体
計
画

の
中
で
検
討
し
ま
す
。

　
　
【
旧
福
川
小
学
校
空
き
教
室
の
利
用
】

　
　
　

旧
福
川
小
学
校
の
空
き
教
室
に
つ

い
て
、福
栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
は

じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、バ
ン
ブ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、大
板
山
た
た
ら
太
鼓
同
好
会

か
ら
利
用
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、利
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

地
域
の
皆
さ
ん
の
利
用
要
望
を
踏

ま
え
、補
修
等
を
含
め
て
対
応
し
た
い
と

思
い
ま
す
。利
活
用
に
つ
い
て
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
で
議
論
を
い
た
だ
い
た
上

で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

頭
を
含
め
て
教
職
員
は
変
わ
り
な
く
配
置

さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

原
則
と
し
て
国
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、

１
学
年
の
人
数
に
よ
っ
て
単
式
や
複
式
と

な
る
こ
と
や
教
員
の
人
数
配
置
が
決
ま
り

ま
す
が
、今
後
と
も
教
頭
の
配
置
を
含
め
、

教
職
員
が
適
正
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
を
県

に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
【
高
校
生
通
学
費
助
成
】

　
　
　

市
外
の
高
校
に
進
学
し
た
場
合
で

も
、高
校
生
通
学
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

中
学
校
を
卒
業
し
、市
内
の
高
校
に

進
学
さ
れ
る
方
は
６
割
で
す
。制
度
の
目

的
が
市
内
の
高
校
に
進
学
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
も
の
で
す
の
で
、ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
川
地
区

福
栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
63
人
）

10
月
18
日

　
　
【
久く

ど
し年

地
区
住
民
の
活
動
拠
点
】

　
　
　

佐
々
並
伝
建
地
区
と
住
民
活
動
の

活
性
化
の
た
め
、久
年
地
区
の
住
民
の
活

動
拠
点
と
し
て
、萩
往
還
沿
い
の
空
家
を

利
用
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

佐
々
並
伝
建
地
区
の
保
存
整
備
が
遅

れ
て
い
ま
す
の
で
、で
き
る
限
り
早
く
整
備

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。空
き
家
の
所
有

者
の
意
向
を
含
め
、内
容
を
詰
め
て
い
き

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
【
教
職
員
の
配
置
】

　
　
　

佐
々
並
小
学
校
の
児
童
数
は
18
人

で
複
式
の
３
学
級
で
構
成
さ
れ
、教
職
員

は
８
人
い
ま
す
。現
在
の
児
童
数
で
も
、教

佐
々
並
地
区旭

活
性
化
セ
ン
タ
ー（
68
人
）

10
月
12
日

校
の
学
力
ア
ッ
プ
や
ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
す

る
な
ど
の
対
策
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

Ａ　

図
書
館
が
併
設
さ
れ
た
新
し
い
旭
中

学
校
・
明
木
小
学
校
は
、
学
ぶ
環
境
と
し

て
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
国
も
小
中

一
貫
教
育
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
各
学
校
が
特
色
を
打

ち
出
し
、
子
ど
も
た
ち
の
９
年
間
の
育
ち

や
学
び
を
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ

て
支
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
【
地
域
高
規
格
道
路
・
小
郡
萩
道
路

　
　

と
「
農
産
物
加
工
販
売
所
つ
つ
じ
」】

　

小
郡
萩
道
路
が
「
つ
つ
じ
」
の
前
を
通

る
ル
ー
ト
を
要
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
小
郡
萩
道

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ

明
木
地
区

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
78
人
）

10
月
５
日

明木地区

佐々並地区

Ｑ

Ｑ

Ｑ

萩・タウンミーティング 〜市長との対話の集会〜
企画政策課（２５・３１０２）問い合わせ
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【
公
共
施
設
使
用
料
や
バ
ス
利
用
】

　
　
　

地
域
の
婦
人
会
が
解
散
し
、そ
の

役
割
を
Ｊ
Ａ
女
性
部
が
担
っ
て
い
ま
す
の

で
、施
設
使
用
料
や
バ
ス
利
用
等
に
つ
い

て
社
会
教
育
団
体
と
同
等
の
扱
い
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ　

活
動
内
容
に
よ
っ
て
、施
設
使
用
料

の
減
免
や
バ
ス
利
用
の
可
否
に
つ
い
て
判

断
し
ま
す
の
で
、総
合
事
務
所
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　
　
【
福
栄
小
中
学
校
の
天
体
望
遠
鏡
の

　
　

利
活
用
】

　

天
体
望
遠
鏡
の
利
活
用
の
計
画
が
あ
れ

　
　
【
福
川
診
療
所
】

　
　
　

福
川
診
療
所
の
医
師
の
契
約
が
今

年
度
で
切
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、契
約

延
長
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

市
内
診
療
所
に
お
け
る
医
師
の
多
く

は
自
治
医
科
大
学
卒
業
生
か
ら
派
遣
い
た

だ
い
て
お
り
、契
約
期
間
は
通
常
２
年
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。契

約
延
長
を
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
、引

き
続
き
地
域
医
療
体
制
の
維
持
に
努
め
ま

す
。

　
　
【
防
災
行
政
無
線
】

　
　
　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
も

古
く
な
り
、故
障
し
て
放
送
が
入
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、今
後
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、平
成

35
年
を
め
ど
に
老
朽
化
し
て
い
る
地
域
か

Ｑ

Ｑ

Ｑ

紫
福
地
区

福
栄
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー（
56
人
）

10
月
24
日

福川地区

紫福地区

Ｑ

ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ　

平
成
27

年
12
月
に
中

学
生
と
保
護

者
を
対
象
に

萩
博
物
館

の
協
力
を
得

て
、福
栄
小

中
学
校
で
天

○
市
役
所
第
３
駐
車
場　

■
駐
車
台
数　

普
通
車
１
０
９
台

■
利
用
時
間　

24
時
間　

■
駐
車
料
金　

３
時
間
ま
で 

３
１
０
円
、

４
時
間
ま
で 

４
１
０
円
、
４
時
間
を
超

え
24
時
間
ま
で 

５
２
０
円

※
24
時
間
を
超
え
た
場
合
は
繰
り
返
し
の

加
算
に
な
り
ま
す
。

※
機
械
式
料
金
シ
ス
テ
ム
で
徴
収
。

◎
以
下
の
場
合
は
無
料（
最
大
24
時
間
ま
で
）

①
市
役
所
、
市
民
館
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
萩
図
書
館
・
児
童
館
の
利
用
者

②
中
央
公
園
、
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
萩
市
民
の
方

▽
無
料
の
手
続
方
法　

市
役
所
総
合
案

内
、市
民
館
事
務
室
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
、
萩
図
書
館
・
児
童
館
受
付
カ
ウ
ン

タ
ー
、
中
央
公
園
駐
車
場
料
金
所
、
萩
・

世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
受
付
に
、

駐
車
場
入
場
時
に
発
行
さ
れ
る
駐
車
券
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

財
産
管
理
課
（
２
５
・
３
７
９
４
）

○
萩
・
明
倫
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

■
駐
車
台
数　

普
通
車
約
１
８
０
台
、
大

型
10
台

■
利
用
時
間　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
９

時
30
分

■
駐
車
料
金  

１
回 

普
通
車 

３
１
０
円
、

大
型 

１
０
３
０
円

※
機
械
式
料
金
シ
ス
テ
ム
で
徴
収
。

◎
以
下
の
場
合
は
無
料

①
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
萩
市
民
の
方

②
図
書
館
・
児
童
館
の
利
用
者

③
10
分
未
満
の
利
用
者
（
手
続
き
不
要
）

▽
無
料
の
手
続
方
法　

萩
・
世
界
遺
産
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
受
付
、
萩
図
書
館
・
児

童
館
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
、
駐
車
場
入
場

時
に
発
行
さ
れ
る
駐
車
券
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

萩
・
明
倫
学
舎
推
進
課（
２
５
・
３
１
１
７
）

市役所第３駐車場と
萩・明倫センター駐車場の利用

将棋

全国大会入賞おめでとう
全国健康福祉祭 ながさき大会

（ねんりんピック長崎 2016）
（10月15日〜18日 長崎県）

井町  泰
よ し は る

治（浜崎新町）

団体戦 ３位

文
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。今
年
度
も
博

物
館
に
協
力
い
た
だ
き
、実
施
い
た
し
ま

す
。そ
の
際
に
は
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま

す
。

ら
順
次
デ
ジ
タ
ル
化
の

整
備
を
行
う
予
定
で

す
。戸
別
受
信
機
が
故

障
し
た
場
合
は
、代
替

え
と
し
て
多
目
的
防
災

受
信
機
を
用
意
し
て
い

ま
す
。購
入
補
助
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

市民の方が施設を利用された場合は無料

萩・タウンミーティング
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萩
市
で
は
、高
齢
者
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
在
宅
生
活
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
（
市
内
16
カ
所
）に
、相
談
業
務
や
高

齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
を
行
う

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、社

会
福
祉
士
や
看
護
師
等
の
専
門
知
識
を

有
す
る
相
談
員
が
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
困
り
ご
と
が
生
じ

た
場
合
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

（
相
談
例
）

•
一
人
で
買
い
物
・
家
事
・
食
事
の
準

備
が
で
き
な
い

•
ひ
と
り
暮
ら
し
の
た
め
、緊
急
時
が

不
安

•
介
護
保
険
の
利
用
方
法
を
教
え
て
ほ

し
い

•
理
髪
店
や
美
容
院
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
、な
ど

シリーズ健康長寿のまちをめざして
シリーズ⑪ ～困ったときは、まずご相談を！～

あなたのまちの「在宅介護支援センター」
訪問時の様子

▷高齢者支援サービスの調整
　　高齢者のニーズにあわせた各種サービ
　ス利用の調整を行っています。
　⇨主なサービス（それぞれに要件あり）
　• 緊急通報システムの設置
　　緊急時にボタンを
　　押すとすぐに消防
　　署に通報できる装
　　置を自宅に設置

　• 給食サービスの導入
　　給食業者による安否確認を兼ねた配食
　※上記以外の介護保険サービスの申請代
　　行なども行います。

▷高齢者からの相談、実態把握
　電話相談や自宅訪問などを通して、日頃
から地域の高齢者の生活状況を把握するこ
とで、万が一、日常生活に問題が生じた場
合には、迅速にサービス利用や、関係機関
へ繋げることができる体制、ネットワーク
づくりを行っています。

9：00
緊急通報装置の設置
10：00
給食サービスの調整
11：00
事務作業
13：00
電話相談
15：00
訪問（実態把握）
16：00
関係機関との調整

在宅介護支援センターの
相談員の１日の流れ（例）

緊急通報装置

■問い合わせ
高齢者支援課高齢福祉係（２５・３１３７）
各総合事務所市民窓口部門

金
管
楽
器
の
美
し
い
音
色
に
魅
了

　

10
月
23
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
（
N
響
）
の

金
管
楽
器
奏
者
５
人
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル

ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
チ
ュ
ー
バ
）
に
よ
る
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、「
ザ
・
チ
ェ
ン
バ
ー

ブ
ラ
ス
～
Ｎ
響
金
管
奏
者
た
ち
～
」
を
市
民
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
バ
ッ
ハ
の
名
曲
な
ど
を
演
奏
、金

管
楽
器
の
美
し
い
音
色
が
ホ
ー
ル
に
響
き
ま
し

た
。第
二
部
で
は
雰
囲
気
を
ガ
ラ
リ
と
変
え
、ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
名
作
「
ウ
エ

ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」の
組
曲
を
、軽
快
な
ト
ー
ク

で
ス
ト
ー
リ
ー
を
追
っ
て
演
奏
。さ
ま
ざ
ま
な

表
情
を
見
せ
る
本
格
的
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
、

６
０
０
人
の
観
客
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

N 響金管奏者５人で結成された「ザ・チェンバーブラス」

萩市民秋季ソフトボール大会

２部優勝　玉江浦・倉江チーム

　10 月 16 日、23 日に萩スポーツ広場で開催し、１
部（年齢制限なし）12 チーム、２部（40 歳以上）10
チームが参加しました。

１部優勝　川島チーム
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平
成
27
年
10
月
に
実
施
し
た
国
勢
調
査

の
確
定
値
が
、
10
月
26
日
に
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

萩
市
の
人
口
は
４
万
９
５
６
０
人
で
、

前
回（
平
成
22
年
）に
比
べ
４
１
８
７
人

（
7.8
％
）の
減
少
、
世
帯
数
は
２
万
１
６
２

０
世
帯
で
、
６
２
３
世
帯（
2.8
％
）の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
全
地
域
で
人
口
・
世
帯
数
と
も
に

減
少
し
て
お
り
、
特
に
人
口
減
少
率
は
、

む
つ
み
地
域
が
14
・
２
％
で
最
も
高
く
、

次
い
で
須
佐
地
域
が
14
・
０
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

男
女
別
の
人
口
で
は
、
女
性
が
４
１
０

０
人
多
く
、
女
性
１
０
０
人
に
対
す
る
男

性
の
割
合
は
84
・
７
人
で
す
。

　

ま
た
、
山
口
県
の
人
口
は
１
４
０
万
４

７
２
９
人
で
、
前
回
に
比
べ
４
万
６
６
０

９
人（
3.2
％
）の
減
少
、
世
帯
数
は
59
万
８

８
３
４
世
帯
で
、１
４
０
２
世
帯
（
0.2
％
）

の
増
加
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
統
計
係
（
２
５
・
３
４
３
１
）

平
成
27
年

国
勢
調
査
確
定

地域
平成27年 平成22年 比較増減

世　帯
人　　　口

世　帯
人　　　口

世　帯
人　　　口 人口

増減率
（％）総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女

総　数 21,620 49,560 22,730 26,830 22,243 53,747 24,474 29,273 △623 △4,187 △1,744 △ 2,443 △7.8
萩 16,786 38,343 17,571 20,772 17,099 40,989 18,661 22,328 △313 △2,646 △1,090 △ 1,556 △6.5

川　上 373 859 397 462 386 983 433 550 △13 △124 △36 △88 △12.6
田万川 1,211 2,744 1,253 1,491 1,278 3,055 1,387 1,668 △67 △311 △134 △177 △10.2
むつみ 647 1,486 708 778 723 1,731 810 921 △76 △245 △102 △143 △14.2
須　佐 1,170 2,657 1,239 1,418 1,272 3,088 1,418 1,670 △102 △431 △179 △252 △14.0

旭 683 1,645 754 891 673 1,795 823 972 10 △150 △69 △81 △8.4
福　栄 750 1,826 808 1,018 812 2,106 942 1,164 △62 △280 △134 △146 △13.3

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
運
営
は
医

療
費
の
増
加
に
よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
、
１
人

当
た
り
医
療
費
が
42
万
１
２
９
円
で
過
去

最
高
の
額
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
度

は
、
８
月
診
療
分
ま
で
か
ら
推
計
し
た
１

人
当
た
り
医
療
費
は
、
前
年
度
と
比
較
し

て
１
・
93
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
要
因
は
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医

療
の
高
度
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
の
一
人
ひ
と

り
の
心
が
け
が
、
医
療
費
と
自
己
負
担
額

の
節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
心

掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
点
を
紹
介
し
ま

す
。

■
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
紹
介

な
く
受
診
す
る
こ
と
を
重
複
受
診
と
い
い

ま
す
。
医
療
費
の
増
大
だ
け
で
な
く
、
何

度
も
検
査
や
処
置
、
投
薬
な
ど
を
受
け
る

こ
と
で
体
に
負
担
が
か
か
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
、
必
要
な
場
合
は
適
切
な
医
療
機
関
の

紹
介
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
薬
の
も
ら
い
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

薬
は
用
量
・
用
法
を
守
っ
て
服
用
し
ま

し
ょ
う
。
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は

副
作
用
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

薬
局
で
も
ら
う
「
お
薬
手
帳
」
を
活
用

し
、
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
医
師
や
薬
剤

師
に
伝
え
、
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
を

確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま

し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
厚
生
労
働
省
に
よ
り
新
薬
（
先
発
医
薬

品
）
と
効
き
目
や
安
全
性
が
同
等
と
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
新
薬
に
比
べ
て
安
価

な
た
め
、
医
療
給
付
費
と
と
も
に
自
己
負

担
も
節
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
医
師
・
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

重
症
化
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
病
を
早

期
発
見
・
予
防
し
、
そ
の
後
か
か
る
医
療

費
負
担
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医療費の適正化に
ご協力ください !

■萩市の１人あたり医療費の推移

国民健康保険

年度
金額

H25

42万129円

～～
36万円

38万円

40万円

42万円

H23 H24 H26 H27

37万8,947円

38万8,471円

38万5,643円

H28
（推計）

39万9,313円 41万2,017円

問い合わせ 市民課保険年金係（２５・３１４７）

◎
萩
市
の
人
口　
４
万
９
５
６
０
人

◎
減
少
率　
　
　
7.8
％
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会　　計　　名 予算現額
歳　入 歳　出

収入済額 収入率 支出済額 支出率
土地取得事業 250万円 100万円 39.9 ％ 98万円 39.3％
国民健康保険事業（事業勘定） 82億 6,412万円 28億 5,558万円 34.6 ％ 33億 6,192万円 40.7％
国民健康保険事業（直診勘定） 8億 7,217万円 1億 7,100万円 19.6 ％ 3億 286万円 34.7％
休日急患診療事業 9,940万円 1,274万円 12.8％ 3,014万円 30.3％
後期高齢者医療事業 9億 122万円 2億 4,855万円 27.6％ 2億 3,372万円 25.9％
介護保険事業 68億 2,354万円 26億 9,743万円 39.5 ％ 26億 1,984万円 38.4％
簡易水道事業 9億 710万円 5,531万円 6.1 ％ 1億 5,739万円 17.4％
公共下水道事業 15億 6,372万円 1億 3,385万円 8.6％ 5億 5,952万円 35.8％
特定環境保全公共下水道事業 8,530万円 719万円 8.4％ 2,878万円 33.7％
農業集落排水事業 6億 1,770万円 2,748万円 4.4％ 1億 9,991万円 32.4％
漁業集落排水事業 5億 5,660万円 2,718万円 4.9％ 1億 1,555万円 20.8％
林業集落排水事業 200万円 17万円 8.2％ 34万円 16.9％
特定地域生活排水事業 4,300万円 278万円 6.5％ 2,035万円 47.3％
個別排水事業 950万円 76万円 8.0％ 248万円 26.1％
駐車場事業 800万円 415万円 51.9％ 415万円 51.9％

合　　　　　計 207億 5,587万円 62億 4,517万円 30.1％ 76億 3,793万円 36.8％

0 30 60 90 120 150

地方譲与税ほか

88億5,688万円（68.8％）

33億2,882万円（65.3％）

3億212万円（13.1％）

1億1,102万円（24.0％）

2,750万円（0.8％）

7億3,071万円（24.2％）

2億3,760万円（44.1％）

16億2,437万円（37.4％）

地方交付税

市税

県支出金

国庫支出金

諸収入

市債

使用料及び手数料

31億5,145万円（33.8％）民生費

20億3,107万円（51.3％）公債費

14億4,876万円（26.9％）総務費

3億5,641万円（15.3％）農林水産業費

8億949万円（27.6％）衛生費

9億6,072万円（32.0％）教育費

災害復旧費

3億1,369万円（14.0％）土木費

5億804万円（40.3％）

2,910万円（26.0％）

商工費

4億2,199万円（35.2％）消防費

1億3,683万円（45.2％）議会費ほか

0 30 60 90 120 150

財
政
状
況
の
公
表

市
で
は
、
上
半
期
と
下
半
期
の
年
２
回
、

予
算
の
執
行
状
況
な
ど
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　一般会計予算額は、当初予算に 309 億 2,600 万円を計上し、その後の３回の
予算補正（２億 2,315 万円）と平成 27 年度からの繰越明許費など（９億 1,554
万円）を加えると、９月末現在で総額 320 億 6,469 万円となっています。
　９月末現在における収支状況は、収入済額152億1,902万円で執行率47.5％、
支出済額 101 億 6,755 万円で執行率 31.7％です。

歳入

歳出

一般会計の
執行状況

特別会計の
執行状況

（単位：億円）

予算現額
収入済額（収入率）

予算現額
支出済額（支出率）

（単位：億円）

　特別会計とは、公共下水道事業など特定の目的をもって事業を行う場合に、
その収支を明確にするための独立した会計をいいます。
　病院事業と水道事業を除く 15 の特別会計の当初予算総額は 204 億 400 万
円で、その後の予算補正（３億 1,785 万円）と平成 27 年度からの繰越明許費

（3,402 万円）を加えると、９月末現在で総額 207 億 5,587 万円となっています。

予算額 320億6,469万円

支出済額 101億6,755万円

予算額 320億6,469万円

収入済額 152億1,902万円

収入率 47.5％

支出率 31.7％

平成28年度
上半期

平成28年
４月１日〜９月30日

問い
合わせ
財
政
課（
２
５
・
３
４
６
９
）

財
産
管
理
課（
２
５
・
３
１
４
３
）
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会　計　名 市債残高 構成比
一般会計 277億1,608万円 68.3%

国民健康保険事業（直診勘定） 2億 716万円 0.5%

簡易水道事業 14億9,555万円 3.7%

公共下水道事業 62億7,886万円 15.5%

特定環境保全公共下水道事業 2億7,280万円 0.7%

農業集落排水事業 27億1,639万円 6.7%

漁業集落排水事業 17億5,086万円 4.3%

林業集落排水事業 673万円 0.0%

特定地域生活排水事業 7,670万円 0.2%

個別排水事業 4,224万円 0.1%

合　計 405億6,337万円 100.0%

　市債とは、道路や下水道など公共施設の建設の際に
一時的に多くの資金を必要とする場合に認められる長
期借入金のことです。
　その借入金を元利償還という形で長期間（３～ 40
年）にわたって返済することにより、世代間の住民負
担を公平にする役割を果たしています。

市債残高の状況

区　　分 面積・金額
土　地 5,032,900 ㎡
建　物 444,702 ㎡
山　林 137,602,984 ㎡
有価証券 9,347万円
出資による権利 5 億 8,175万円
債　権 10 億 5,168万円

基　金
現　金 141 億 4,190万円
土　地 1 億 9,062万円
現　物 91万円

　市では、遊休財産のうち不用となった財産について
は、維持管理経費の削減や財源確保の観点から、積極
的に処分または貸付を行っています。
※水道事業会計および病院事業会計に属する財産は含
んでいません。

市有財産の状況

　一時借入金とは、一時的に資金が不足する場合に短
期間借入するものですが、平成 28 年９月末現在では
一時借入金はありません。

一時借入金の状況

■
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
学
び
舎

運
営
事
業

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
を
構
成
す

る
萩
の
５
資
産
の
位
置
付
け
や
松
下
村
塾
等
が

日
本
の
工
業
化
に
果
た
し
た
役
割
な
ど
を
発
信

す
る
た
め
、萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

学
び
舎
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

■
東
部
地
域
定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業

　

萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
の
復
興
や
人
口
減

少
対
策
と
し
て
、
田
万
川
地
域
に
市
外
在
住
者

を
対
象
と
し
た
子
育
て
世
代
向
け
の
低
家
賃
住

宅
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
旧
萩
藩
校
明
倫
館
跡
地
（
旧
明
倫
小
学
校
）

保
存
整
備
事
業

　

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、
旧

萩
藩
校
明
倫
館
跡
地
に
建
つ
日
本
最
大
の
木
造

校
舎
（
旧
明
倫
小
学
校
）
を
萩
観
光
の
新
た
な

起
点
施
設
「
萩
・
明
倫
学
舎
」
と
し
て
改
修
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
４
日
に
本
館
、
２
号
館
を
先

行
し
て
開
館
し
、
萩
の
魅
力
を
紹
介
。
ま
た
、

藩
校
明
倫
館
を
は
じ
め
、世
界
遺
産
、ジ
オ
パ
ー

ク
、
幕
末
の
科
学
と
技
術
の
資
料
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

■
子
育
て
世
帯
応
援
事
業

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
育
児
に
必
要
な
備
品
や
新
生
児
の
お
む

つ
の
購
入
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
見
島
生
活
支
援
短
期
入
所
環
境
整
備
事
業

　

萩
市
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
み
し
ま
に
お

い
て
、
平
成
28
年
８
月
か
ら
新
た
に
生
活
支
援

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
開
始
す
る
た
め
の
施

設
改
修
等
を
行
い
ま
し
た
。

■
田
万
川
診
療
所
整
備
運
営
事
業

　

田
万
川
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の
回
復
と
、

地
域
の
健
康
や
医
療
の
拠
点
と
し
て
新
た
な
診

療
所
を
整
備
す
る
た
め
の
改
修
等
を
行
い
、
10

月
４
日
か
ら
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
直
行
バ
ス（
萩
～
新
山
口
駅
）運
行
補
助
事
業

　

来
萩
者
の
利
便
性
の
向
上
と
観
光
誘
客
を
図

る
た
め
、
新
幹
線
の
２
次
ア
ク
セ
ス
と
し
て
中

国
自
動
車
道
と
小
郡
萩
道
路
を
経
由
す
る
萩
・

明
倫
セ
ン
タ
ー
と
新
山
口
駅
間
の
直
行
バ
ス

（
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
）
の
運
行
事
業
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
萩
反
射
炉
周
辺
整
備
事
業

　

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
萩
反
射
炉
を

訪
れ
る
観
光
客
等
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
萩
反
射
炉
駐
車
場
内
に
公
衆
ト
イ
レ
等
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
高
校
生
寮
整
備
事
業

　

離
島
、
遠
隔
地
等
の
通
学
困
難
な
女
子
生
徒

が
安
心
し
て
地
元
の
高
等
学
校
に
進
学
で
き
る

環
境
を
整
え
る
た
め
、
女
子
寮
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

■
佐
々
並
市
伝
建
地
区
公
有
施
設
修
理
活
用

事
業

　

歴
史
的
風
致
を
保
全
す
る
た
め
、
平
成
24
年

度
に
寄
附
を
受
け
た
旧
小
林
家
住
宅
の
修
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
修
理
後
は
、
保
存
地
区
の
歴

史
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
と
し
て
公
開
・
活

用
し
ま
す
。
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ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
は
減
げ
ん
か
ん
さ
り
ょ
う
ほ
う

感
作
療
法

と
も
呼
ば
れ
、
少
量
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
（
ア

レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
）
を
徐
々
に
増
量

し
な
が
ら
摂
取
し
て
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
対
す

る
反
応
を
減
少
さ
せ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
根こ
ん
ち治

を
目
指
す
治
療
法
で
す
。

■
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
の
し
く

み
　

ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
の
歴
史
は
古

く
、
１
９
１
１
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
医
師

ヌ
ー
ン
が
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
少
し
ず
つ
量
を

増
や
し
皮
下
注
射
す
る
方
法
を
報
告
し
ま

し
た
。
少
量
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
摂
取
し
な

が
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
が
起
き
な
い
よ
う
に
体

を
慣
ら
し
て
い
け
ば
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

は
起
こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
免め
ん
え
き
か
ん
よ
う

疫
寛
容
と
い
い
ま
す
。
ま
だ
十
分
に

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
免
疫
を
担
当

す
る
T
細
胞
の
働
き
と
関
連
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
ど
の
よ
う
な
治
療
か

　

皮
下
注
射
に
よ
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療

法
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
気
管
支
喘
息

で
実
施
可
能
で
す
が
、
注
射
に
よ
る
痛
み

が
あ
り
、
稀
で
は
あ
り
ま
す
が
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
生
じ
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
舌ぜ
っ
か下
免
疫
療
法
は
１
日
に
１

回
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
口
の
中
に
投
与
す
る
方

法
で
、
注
射
に
よ
る
痛
み
が
な
い
こ
と
や

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
危
険
性

が
低
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
国
内
で
も

２
０
１
４
年
に
ス
ギ
花
粉
症
、
２
０
１
５

年
に
ダ
ニ
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に

対
し
て
舌
下
免
疫
療
法
が
保
険
適
用
と
な

り
ま
し
た
。
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
は
ア

レ
ル
ギ
ー
科
領
域
の
専
門
的
知
識
と
経
験

を
十
分
持
っ
た
医
師
の
も
と
で
実
施
可
能

で
す
。

■
治
療
効
果

　

ス
ギ
花
粉
症
の
場
合
、
70
％
前
後
の
有

効
性
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
治
療
効
果

発
現
ま
で
に
最
低
で
も
３
カ
月
必
要
で
、

１
年
目
よ
り
も
２
年
目
で
よ
り
効
果
が
増

強
し
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
見
解
書
に
よ
る
と

治
療
期
間
は
３
～
５
年
を
目
安
に
す
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人

に
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
治
療
前

に
効
果
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

■
今
後
期
待
さ
れ
る
ア
レ
ル
ゲ
ン

免
疫
療
法

　

舌
下
免
疫
療
法
は
12
歳
か
ら
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
小
児
の
花
粉
症
で
舌
下
免

135

萩
市
民
病
院　

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

医師：真
ま か た

方  浩
はるゆき

行
専門：小児科

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

―
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
に
つ
い
て
―

疫
療
法
を
行
い
気
管
支
喘
息
の
発
症
リ
ス

ク
が
低
下
し
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
よ

り
低
年
齢
で
の
治
療
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
経
口
免

疫
療
法
は
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る

治
療
法
で
す
が
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
１
６
で
は
一
般
的
な
治
療
法
と
し
て

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
よ
り
安
全
な
治
療

法
の
確
立
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
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エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

来
館
者
７
万
人
達
成
！

　

10
月
16
日
（
日
）
の
エ
コ
プ
ラ

ザ
・
萩
秋
ま
つ
り
で
、
来
館
者
が

７
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
７
万

人
目
の
後
藤
俊と
し
ろ
う郎
さ
ん
ご
夫
婦

（
萩
市
椿
東
）
に
、
古
布
で
作
っ

た
ぬ
い
ぐ
る
み
と
萩
焼
の
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

○
羽
毛
製
品
の
無
料
回
収

を
始
め
ま
し
た

　
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し

く
み
」
に
か
え
る
「
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｕ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
山
口
」に
賛
同
し
、

羽
毛
製
品
の
無
料
回
収
を
開
始
し

ま
し
た
。

■
回
収
場
所　

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

■
回
収
対
象　

羽
毛
布
団
や
ダ
ウ

ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
の
羽
毛
製
品

■
回
収
日
時　

開
館
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

ダ
イ
エ
ッ
ト
マ
シ
ン
、二
段
ベ
ッ

ド
、ド
レ
ッ
サ
ー
２
台
、学
習
机
２

台
、収
納
ケ
ー
ス
、下
駄
箱
、タ
ン

ス
、室
内
用
物
干
、空
気
清
浄
機
、

木
型
レ
ン
ジ
台
、喪
服
、マ
ッ
サ
ー

ジ
器
２
台
、茅か
や

、藁わ
ら

、紳
士
礼
服
、犬

小
屋
、冷
蔵
庫

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

縫
い
糸
、
刺
繍
糸
、
ミ
シ
ン
糸
、

50
㏄
バ
イ
ク
、カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
、

農
業
ハ
ウ
ス
、
着
物
、
民
芸
調
整

理
ダ
ン
ス

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立

し
た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ

る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
干
支
を
作
ろ
う
講
座

■
と
き　

12
月
11
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
内
容　

古
布
で
、
来
年
の
干
支

を
作
る

■
定
員　

30
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費

別
）

■
申
込
受
付
開
始
日　

11
月
15
日

午
前
９
時
～

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日

多
機
能
型
防
災
受
信
機
の

購
入
を
補
助

　

川
上
・
田
万
川
・
む
つ
み
・
須
佐
・

福
栄
地
域
で
、防
災
情
報
等
を
お

知
ら
せ
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線

の
戸
別
受
信
機
は
、既
に
製
造
を

中
止
し
て
お
り
、修
理
用
の
部
材

も
製
造
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、故

障
等
に
よ
る
修
理
が
困
難
な
状
況

で
す
。そ
の
た
め
、戸
別
受
信
機
の

代
わ
り
と
な
る
受
信
機
と
し
て
、

ラ
ジ
オ
機
能
を
有
し
た
多
機
能
型

防
災
受
信
機
の
購
入
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。購
入
さ
れ
る
方
に

は
、購
入
費
の
一
部
を
補
助（
事
業

所
を
除
く
）し
ま
す
の
で
、事
前
に

総
合
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

■
購
入
対
象
地
域　

川
上
・
田
万

川
・
む
つ
み
・
須
佐
・
福
栄
地
域

■
補
助
対
象
者　

戸
別
受
信
機
を

設
置
し
て
い
な
い
方
、
お
持
ち
の

戸
別
受
信
機
が
故
障
等
に
よ
り
使

用
で
き
な
い
方
で
、
多
機
能
型
防

災
受
信
機
を
購
入
す
る
方
。

※
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
が
条
件
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
償
で

設
置
。

■
補
助
内
容

◦
１
世
帯
（
家
屋
）
１
台

◦
販
売
価
格
（
２
万
円
程
度
）
の

半
額
を
補
助
（
限
度
額
１
万
円
）

■
申
込
方
法　

防
災
危
機
管
理

課
、
各
総
合
事
務
所
、
支
所
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出　

問
い
合
わ
せ

防
災
危
機
管
理
課

（
２
５
・
３
８
０
８
）

平
成
29
年
版
山
口
県
民
手

帳 

販
売
中

　

山
口
県
の
基
本
的
な
統
計
デ
ー

タ
、
観
光
ガ
イ
ド
や
県
内
郵
便
番

号
一
覧
表
な
ど
、
日
常
生
活
に

役
立
つ
情
報
が
満
載
で
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
帳
や
日
記
帳
と
し
て
活

用
で
き
ま
す
。

■
価
格　

５
５
０
円
（
税
込
）

■
販
売
所　

企
画
政
策
課
、
各
総

合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
、支
所
・

出
張
所

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
６
９
０
）

多機能型防災受信機
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オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切

手
発
売
中

「
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
シ

リ
ー
ズ
特
別
版 
薩
長
同
盟
」

　

明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
と
な

る
平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
ま
で
、

記
念
切
手
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

薩
長
同
盟
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え

る
今
年
は
、
シ
リ
ー
ズ
特
別
版
と

し
て
、
鹿
児
島
市
と
共
同
で
作
成

し
、
薩
長
同
盟
に
関
連
し
た
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
発
売
部
数　

２
７
０
０
部

■
シ
ー
ト
構
成　

１
シ
ー
ト
82
円

×
10
枚

■
販
売
価
格　

１
３
０
０
円

■
販
売
所　

市
内
の
郵
便
局
、
県

内
の
一
部
の
郵
便
局
（
一
部
の
簡

易
郵
便
局
を
除
く
）、
萩
市
観
光

協
会
で
の
通
信
販
売
（
送
料
込
み

で
１
６
６
０
円
、
詳
細
は
２
５
・

１
７
５
０
へ
）

問
い
合
わ
せ

日
本
郵
便
中
国
支
社

（
０
８
２
・
２
２
４
・
５
９
９
１
）

ふ
る
さ
と
寄
付
お
礼
の
品

提
供
・
発
送
事
業
者
の
追

加
募
集

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
寄
付
の
お

礼
と
し
て
、
萩
市
の
特
産
品
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

お
礼
の
品
の
提
供
・
発
送
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
市
内
事
業
者
を

追
加
募
集
し
ま
す
。

■
事
業
者
の
要
件　

次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
こ
と

◦
萩
市
内
で
製
造
、
加
工
、
販
売

等
を
行
っ
て
い
る

◦
受
注
後
、
速
や
か
に
発
送
手
続

き
が
で
き
る

◦
市
税
等
の
滞
納
が
な
い

◦
代
表
者
等
が
、
暴
力
団
の
構
成

員
等
で
な
い

■
募
集
す
る
お
礼
の
品　

次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

◦
萩
市
の
特
産
品
と
し
て
広
く
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の

◦
萩
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
も
の

◦
４
０
０
０
円
相
当
の
品
（
消
費

税
込
み
、
送
料
別
）

※
お
礼
の
品
の
費
用
お
よ
び
送
料

は
、
市
が
負
担
。

■
募
集
期
間　

11
月
16
日
～
11
月

30
日

■
申
込
方
法　

企
画
政
策
課
備
え

付
け
の
応
募
表
・
誓
約
書
（
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）、
会
社
・
商
品
等
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
（
必
着
）
ま
た

は
持
参
し
、
お
礼
の
品
の
画
像

デ
ー
タ
を
メ
ー
ル

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
企

画
政
策
課（
２
５
・
３
１
０
２
、
メ

ー
ル hagi-furusatokifu@

city.
hagi.lg.jp

）

県
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
団
地

◦
無
田
ヶ
原　

１
戸

◦
中
津
江　

３
戸

◦
第
二
無
田
ヶ
原　

１
戸

◦
東
萩　

１
戸

■
入
居
予
定
時
期　

平
成
29
年
１

月
下
旬
頃

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
住
宅
に

よ
っ
て
は
、
高
齢
者
な
ど
一
定
の

要
件
を
備
え
て
い
る
場
合
、
単
身

入
居
も
可
）

③
収
入
基
準
に
該
当
し
て
い
る

④
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

■
受
付
期
間　

11
月
20
日
～
30
日

（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
施
設
管
理

財
団
山
口
支
所
、
萩
立
寄
所
（
萩

総
合
庁
舎
２
階
）、
萩
市
建
築
課

備
え
付
け
の
申
込
書
を
郵
送

申
し
込
み

山
口
県
施
設
管
理
財
団
山
口
支
所

（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

結
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

萩
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
結ゆ
い

」

で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出

店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　

12
月
10
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
結
」（
田
町
商
店
街
内
）

■
内
容　

手
作
り
品
、
衣
類
、
雑

貨
、
日
用
品
等
の
販
売
な
ど

※
購
入
者
に
、
抽
選
で
ツ
イ
ン
シ

ネ
マ
招
待
券
な
ど
を
進
呈
。

■
出
店
手
数
料　

５
０
０
円

◎
同
時
開
催
「
廃
油
石
鹸
作
り
」

＆
「
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
作
り
」

▽
定
員　

各
20
人
（
先
着
順
・
申

込
不
要
）

▽
持
参
品　
「
ア
ク
リ
ル
た
わ
し

作
り
」
は
、ア
ク
リ
ル
の
毛
糸
（
お

持
ち
の
方
は
、
か
ぎ
針
）

▽
参
加
料　

各
１
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

12
月
５
日
ま
で
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

萩
市
民
活
動
ね
っ
と（
２
４
・
０
１

６
１
）
へ

ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
～
海

の
贈
り
も
の
☆
宝
も
の
～

　

萩
の
海
岸
で
き
れ
い
な
貝
殻
や

漂
流
し
て
き
た
も
の
を
見
つ
け
ま

す
。

■
と
き　

12
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
～
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
、
倉
江
浜
ま
た
は
西
の
浜

■
内
容　

ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ

（
浜
辺
に
落
ち
て
い
る
貝
等
を
探

し
て
集
め
る
）、
堀
成し
げ
お夫

（
萩
博

物
館
主
任
研
究
員
）
に
よ
る
海
か

ら
の
贈
り
も
の
の
話
、
ビ
ー
チ
ク

ラ
フ
ト
（
浜
辺
で
集
め
た
も
の
を

使
っ
て
作
成
）

■
対
象
者　

小
学
生
～
大
人　

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
人
７
０
０
円
、
親

子
ペ
ア
１
０
０
０
円
（
材
料
費
・

軽
食
代
な
ど
）

主
催
・
申
し
込
み
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11
月
14
日
～
12
月
14
日
に
、萩
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス（
２
１
・７
５
０
１
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）へ

や
ま
ぐ
ち
萩
往
還
の
語
り
部

　

歴
史
街
道
「
萩
往
還
」
の
魅
力

を
伝
え
る
案
内
人
「
や
ま
ぐ
ち
萩

往
還
語
り
部
の
会
」
で
は
新
た
な

語
り
部
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
、
文
化
、
自
然
等
に
興
味

の
あ
る
方
は
語
り
部
に
な
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
活
動
内
容　

萩
往
還
を
歩
く
方

に
同
行
し
て
史
跡
の
案
内
な
ど

（
研
修
有
り
）

■
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
み（
後
日
申
込
書
を
送
付
）

主
催
・
申
し
込
み

12
月
15
日
ま
で
に
、
や
ま
ぐ
ち
萩

往
還
語
り
部
の
会（
０
８
３
・
９
２

０
・
３
３
２
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）
へ

鶴
江
の
渡
し
船 

船
頭

　

萩
の
風
景
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
鶴
江
～
浜
崎
間
の
渡
し
船
の

船
頭
を
募
集
し
ま
す
。

■
勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
11

時
、
正
午
～
午
後
１
時
、
午
後
３

時
～
６
時

■
応
募
条
件　

和
船
を
操
船
で

き
、
鶴
江
に
隔
週
通
え
る
方

■
賃
金　

日
額
５
８
０
０
円

申
し
込
み

11
月
24
日
ま
で
に
、
土
木
課
（
２

５
・
３
５
４
４
）
へ

「
萩
元
気
食
の
会
」
の
教
室

○
郷
土
料
理
教
室

　

市
の
伝
統
的
な
食
文
化
を
地
域

の
宝
と
し
、
共
に
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
た
め
の
料
理
教
室
で
す
。

■
と
き　

11
月
30
日
（
水
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

ま
ぶ
り
め
し
、
豆
腐
と

こ
ん
に
ゃ
く
の
ひ
き
ず
り
、
け
ん

ち
ょ
う
、
だ
き
寿
司
作
り

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

○
パ
ン
教
室

■
と
き　

12
月
16
日
（
金
）
午
前

９
時
半
～
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た

り
の
パ
ン（
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
）な
ど

を
作
る

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

1
人
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

12
月
２
日

■
主
催　

い
ず
れ
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日 開 議 日　程
11月30日

（水） 10：00 会期の決定、諸報告、議案上程
12月1日

（木） 10：00 議案質疑、委員会付託

5日（月）〜
7日（水）       10：00 一般質問

9日（金） 10：00 総務委員会
12日（月）〜
13日（火） 10：00 各常任委員会

16日（金）10：00 委員長報告・質疑・討論・表決

■とき　11月30日（水）〜12月16日（金）
■ところ　萩市議会議場

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）

12月定例会
萩 市 議 会

萩
元
気
食
の
会

申
し
込
み

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

教
室

■
と
き　

12
月
11
日
（
日
）
午
前

９
時
15
分
～
正
午（
受
付
９
時
～
）

■
と
こ
ろ　

田
床
山
セ
ン
タ
ー
ハ

ウ
ス

※
現
地
集
合
。
困
難
な
方
は
、
申

し
込
み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

田
床
山
に
自
生
す
る
木

の
実
な
ど
を
利
用
し
た
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
作
り

■
定
員　

先
着
30
人

■
持
参
品　

水
筒
（
飲
み
物
）、

作
業
着
（
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
）

■
参
加
料　

２
０
０
円（
材
料
費
）

主
催
・
申
し
込
み

12
月
５
日
ま
で
に
、
農
林
振
興
課

（
２
５
・
４
１
９
４
）
へ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

　

認
知
症
の
原
因
や
症
状
、
予
防

法
、
対
応
、
地
域
で
の
見
守
り
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

■
と
き　

12
月
４
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
講
師　

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト

■
受
講
料　

無
料

申
し
込
み

12
月
２
日
（
当
日
受
付
可
）
ま
で

に
、
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
（
２
５
・
３
５
２
１
）　

萩
市
駅
伝
競
走
大
会

■
と
き　

平
成
29
年
１
月
15
日

（
日
）
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
前
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル

■
部
門　

▽
Ａ
部
門　

監
督
１

人
・
選
手
５
人
・
補
欠
２
人
（
計

８
人
）、
▽
Ｂ
部
門　

監
督
１
人
・

選
手
７
人
・
補
欠
３
人
（
計
11
人
）

■
参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０

円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

■
申
込
方
法　

12
月
16
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
参
加
料
を

添
え
て
提
出

■
主
催　

萩
市
駅
伝
競
走
大
会
実

行
委
員
会

申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）
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押
し
花
作
品
展
示
会

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）正
午

～
午
後
４
時
、11
月
20
日
（
日
）午

前
10
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

会
員
が
１
年
間
作
り
た

め
た
作
品
展

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部

（
２
２
・
１
２
９
０
）
刀
祢

至
誠
館
大
学
大
学
祭

「
至
誠
祭
」
祭
～Let's 

P
arty

～

■
と
き　

11
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

至
誠
館
大
学

■
内
容　

山
口
県
的
美
少
女
オ
レ

ン
ジ
★
み
る
ふ
ぃ
～
ゆ
、
Ｐ
Ｒ
Ｍ

Ｌ
５
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
、
オ

カ
リ
ナ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、ダ
ン
ス
、

学
生
屋
台
、
も
ち
ま
き
な
ど

〇
至
誠
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

▽
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
後

２
時
～
４
時
30
分

▽
内
容　

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
、
野

村
深し
ん
ざ
ん
山
（
福
井
県
）
の
三
味
線
コ

ン
サ
ー
ト

【
同
時
開
催
】

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

専
攻

体
験
、
大
学
紹
介
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ク
イ
ズ
な
ど

○
特
別
展
「
学
生
と
は
ぐ
く
む
教

材
、
英
語
で
は
ぐ
く
ま
れ
る
学
生

〜
オ
リ
ジ
ナ
ル
英
語
教
材
２
０
０

展
〜
」　

福
原
慶よ
し
な
お

尚
（
至
誠
館
大

学
教
授
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
英
語
教

材
の
展
示
紹
介
。
午
前
11
時
～
午

後
１
時
に
、
高
校
生
を
対
象
と
し

た
解
説
（
一
般
の
方
も
参
加
可
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

至
誠
館
大
学
（
２
４
・
４
０
１
３
）

萩
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

○
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

■
点
灯
時
間　

12
月
１
日
（
木
）

～
31
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
～

11
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
前
庭

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
観
光
協
会（

２
５
・
１
７
５
０
）

○
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
須
佐

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

■
点
灯
日
時　

12
月
２
日
（
金
）

～
平
成
29
年
１
月
３
日
（
火
）
午

後
５
時
～
10
時

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前

■
点
灯
セ
レ
モ
ニ
ー　

12
月
２
日

（
金
）
午
後
５
時
～
、
▽
豚
汁
や

焼
き
鳥
な
ど
の
屋
台
、
サ
ン
タ
さ

ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

須
佐
お
も
て
な
し
協
会

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

○
萩
イ
ル
ミ
ネ
フ
ェ
ス
タ

■
点
灯
日
時　

11
月
26
日
（
土
）

～
平
成
29
年
１
月
５
日
（
木
）
午

後
５
時
30
分
～
11
時

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
萩
駅
舎
周
辺

■
点
灯
セ
レ
モ
ニ
ー　

11
月
26
日

（
土
）
午
後
５
時
30
分
～
、
▽
椿

西
小
学
校
有
志
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ

ル
演
奏
、
よ
さ
こ
い
の
競
演
、
先

着
３
０
０
人
（
子
ど
も
の
み
）
に

お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
い
合
わ
せ

萩
イ
ル
ミ
ネ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
（
０
９
０
・
７
１
２
８
・
９
３
７

２
）
藤
本

中
央
公
民
館
合
同
作
品
発

表
会
・
高
齢
者
教
室
作
品
展

○
中
央
公
民
館
合
同
作
品
発
表
会

■
と
き　

12
月
２
日
（
金
）
～
４

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

利
用
団
体
に
よ
る
書

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

平
成
29
年
１
月
15
日（
日
）ま
で

す
み
す
り

開
館
20
周
年
記
念
特
別
企
画
展
Ⅱ「
赤
間
硯
の
造
形
」

　

赤あ
か
ま
す
ず
り

間
硯
は
、赤あ
か
ま
が
せ
き

間
関
（
下
関
市
）

で
作
ら
れ
た
こ
と
か
ら
赤あ
か
ま
が
せ
き

間
関

硯
す
ず
り
と
も
呼
ば
れ
た
代
表
的
な
和

硯
の
一
つ
で
す
。

　

本
展
で
は
、江
戸
期
か
ら
伝
世

す
る
観
賞
硯
か
ら
、近
年
下
関
市

や
宇
部
市
で
制
作
さ
れ
た
作
品
を

と
お
し
て
、硯
の
造
形
表
現
を
紹

介
し
ま
す
。

▽
観
覧
料　

一
般
３
０
０
円
、
学

生
２
０
０
円
、
70
歳
以
上
と
18
歳

以
下
は
無
料

▽
休
館
日　

11
月
21
日
（
月
）、
12

月
12
日
（
月
）、
12
月
26
日
（
月
）

～
平
成
29
年
１
月
１
日
（
日
・
祝
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
。

■
と
き　

12
月
11
日
（
日
）
午
前

11
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

陶
芸
館
２
階
展
示
室

※
観
覧
券
が
必
要
。

◎
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク

　

堀ほ
り
お尾

信の
ぶ
お夫

（
硯
作
家
、
山
口
県

指
定
無
形
文
化
財
「
赤
間
硯
」
保

持
者
）
に
よ
る
作
品
解
説
。

■
と
き　

11
月
27
日
（
日
）
午
後

２
時
～
３
時

■
と
こ
ろ　

陶
芸
館
２
階
展
示
室

※
観
覧
券
が
必
要
。

ビルデング（コンポジション）
堀
ほ り お た く じ

尾卓司 昭和45 年（1970）
山口県立萩美術館・浦上記念館蔵

秋
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

フ
ル
ー
ト
と
弦
楽
器
に
よ
る
四

重
奏
で
す
。

■
と
き　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

午
後
３
時
～
３
時
45
分

■
と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

■
演
奏
者　

戸と
く
ら
き
ょ
う
こ

倉
京
子
（
フ
ル
ー

ト
）、
中
村
素も
と
こ子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）、
徳
田
修し
ゅ
う
じ

二
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）、

藤
原
英ひ
で
あ
き
昭
（
チ
ェ
ロ
）

■
演
奏
曲　

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲

や
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
な
ど

■
定
員　

１
０
０
人
程
度

■
入
場
料　

無
料（
当
日
先
着
順
）

※
展
示
室
へ
の
入
場
は
、
観
覧
券

が
必
要
。
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画
、写
真
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
、ち
ぎ
り
絵
、ス
テ
ン

シ
ル
、人
形
な
ど
16
団
体
に
よ
る

手
作
り
の
作
品
の
発
表
会

○
中
央
高
齢
者
教
室
作
品
展

■
と
き　

12
月
９
日
（
金
）
～
11

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル　

■
内
容　

教
室
で
制
作
し
た
書

道
、園
芸
、俳
句
、絵
手
紙
な
ど
を

展
示主

催
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
９
０
）

シ
ク
ラ
メ
ン
フ
ェ
ア

　

福
栄
地
域
の
冬
の
特
産
品
シ
ク

ラ
メ
ン
が
多
数
販
売
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

12
月
３
日
（
土
）、
４

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス

ふ
く
え
」

■
内
容　

シ
ク
ラ
メ
ン
や
花
苗
の

販
売
、
全
国
配
達
受
付
、
新
鮮
野

菜
販
売
、
各
種
出
店
な
ど

■
主
催　

福
栄
鉢
物
生
産
組
合

問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
え
」（
５

２
・
０
３
５
６
）

混
声
合
唱
団
萩
ク
ラ
イ
ネ

ル
コ
ー
ル
定
期
演
奏
会

■
と
き　

12
月
４
日
（
日
）
午
後

２
時
～
４
時
（
午
後
１
時
30
分
開

場
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

混
声
合
唱
の
た
め
の
組

曲「
蔵ざ
お
う王

」、混
声
合
唱
に
よ
る「
日

本
の
四
季
」、さ
よ
な
ら
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ

特
集

■
入
場
料　

５
０
０
円
（
当
日
６

０
０
円
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
ク
ラ
イ
ネ
ル
コ
ー
ル（
０
９
０
・

１
０
１
９
・
９
６
６
２
）
有
田

リ
ル
・
レ
イ
・
ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
ラ
イ
ブ

「N
othing w

ithout

・・・Dance

！
〜
ダ
ン
ス
が
な
く
っ
ち
ゃ
は
じ

ま
ら
な
い
！
」

■
と
き　

12
月
18
日
（
日
）
午
後

４
時
～
６
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

３
歳
～
大
人
ま
で
の
メ

ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
２
部
構
成

■
入
場
料　

一
般
２
２
０
０
円
、

中
学
生
以
下
１
８
０
０
円
（
当
日

は
５
０
０
円
増
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

市
民
館
、

ア
ト
ラ
ス
萩
店
、サ
ン
リ
ブ
萩
、

萩
・
涼
り
ょ
う
ざ
ん山

泊ぱ
く

、ス
タ
ジ
オ
・
レ
イ

（
山
口
市
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

リ
ル
・
レ
イ
・
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

（
０
８
３
・
９
２
３
・
１
８
１
６
）

萩
商
工
高
校
文
化
祭

「
萩
商
工
祭
」

■
と
き　

11
月
26
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
商
工
高
等
学
校

■
内
容　

実
習
作
品
展
示
、
お
化

け
屋
敷
、
球
速
計
測
、
ゴ
ー
カ
ー

ト
試
乗
、
吹
奏
楽
演
奏
、
模
擬
店
、

木
工
品
販
売
な
ど

問
い
合
わ
せ

萩
商
工
高
等
学
校

（
２
２
・
０
０
３
４
）

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○八重子のハミング
○四月は君の嘘
○後妻業の女
○秋の理由
○群青色のとおり道
○スターウォーズ ローグ・ワン

上映中〜1月
上映中〜11/11
上映中〜12/2
上映中〜12/2
上映中〜12/2

12/16〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

12
月
４
日（
日
）ま
で

秋
期
企
画
展

江
戸
時
代
の
科
学
と
技
術

ー
天
文
・
医
学
・
機か

ら
く
り巧

ー

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

【
其
参
】
モ
ノ
を
作
る
︱
江
戸
時

代
、
人
々
を
あ
っ
と
驚
か
せ
た
匠

の
技
が
あ
っ
た
！

　

人
類
は
、
原
始
時
代
に
道
具
を

発
明
す
る
こ
と
で
、「
人
間
」
と

し
て
の
進
化
を
開
始
し
ま
し
た
。

人
類
は
自
然
環
境
と
共
存
し
な
が

ら
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
生
み
出
し
、

技
術
の
向
上
に
不
断
の
努
力
を
続

け
て
き
た
の
で
す
。
江
戸
時
代
の

日
本
で
は
、
人
々
を
驚
か
せ
た
機か
ら

巧く
り

の
数
々
が
生
み
出
さ
れ
ま
し

た
。こ
こ
で
紹
介
で
き
る
モ
ノ
は
、

時
計
や
エ
レ
キ
テ
ル
な
ど
、
ほ
ん

の
わ
ず
か
な
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん

が
、「
こ
れ
ぞ
神
業
、技
術
の
粋
！
」

と
い
う
職
人
た
ち
の
技
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

本
展
担
当
の
道
迫
主
任
学
芸
員

が
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き　

12
月
３
日
（
土
）
午
後

２
時
～

▽
参
加
料　

無
料
（
観
覧
料
が
必

要
）

※
開
始
時
間
の
５
分
前
に
企
画
展

示
室
入
口
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。

◎
史
都
萩
を
愛
す
る
会
講
演
会

「
企
画
展
『
江
戸
時
代
の
科
学
と

技
術
』
に
つ
い
て
︱
「
小
川
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」に
み
る
近
世
の
天
文
・

医
学
・
機
巧
︱
」

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
後

２
時
～

■
講
師　

道ど
う
さ
こ
し
ん
ご

迫
真
吾
（
萩
博
物
館

主
任
学
芸
員
）

■
内
容　
「
江
戸
時
代
の
科
学
と

技
術
」を
よ
り
深
く
知
り
、楽
し
む

た
め
の
解
説

■
参
加
料　

無
料

清
末
毛
利
家
の
殿
様
が

遊
ん
だ
動
く
亀
の
玩
具

（
小
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
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毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

毎週㊎
ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館

毎週㊏
おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:00〜 萩図書館

開催中〜30㊌
ぶらり ぶらいんど ぶっくまーけっと 9:00〜 萩図書館

開催中〜30㊌
パネル展「明治日本の産業革命遺産」 9:00〜 萩図書館

開催中〜30㊌
図書展示「萩ケーブル『図書館だより』で
紹介した本」

9:00〜 明木図書館

15㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館
16㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館
25㊎ イラスト教室 15:30〜 明木図書館
30㊌「草の芽」のおはなし会 15:30〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：16㊌、21㊊、23㊌、28㊊
   　　　明木図書館：21㊊、23㊌、28㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜福栄保セ●乳児相談（前日までに要予約）16 ㊌

10:00〜旭活性化セ
10:00〜川上保セ

　あさひ減るしー教室（運動編）　
●川上世代間交流会　

22 ㊋
26 ㊏

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
10:00〜田万川保セ

9:30〜須佐保セ
10:00〜田万川総合事務所

9:30〜弥富公民館
10:00〜須佐保セ
14:00〜須佐保セ

●こどもハグ♡アカデミー
　元気もりもり体操会
　エアロビクス実践教室
　弥富ウエルネス教室
●すくすく相談会
　みんなの健康運動教室

16 ㊌
17 ㊍
18 ㊎
21 ㊊
24 ㊍
25 ㊎

萩健康福祉センター ☎25・2667

16 ㊌
22 ㊋

　酒害相談（お酒に関する困り事相談）
　心の健康相談（要予約）

13:00 〜
13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

13:00〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30〜萩市保セ
13:30 〜大井公民館

13:30〜雑式町公会堂
10:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ

13:30〜江向1区公会堂
9:30 〜萩市保セ

10:30 〜中央公園
19:00〜相島文化セ

16 ㊌
17 ㊍

18 ㊎
22 ㊋

24 ㊍
25 ㊎

29 ㊋

●1歳6か月児健康診査
●10か月児健康相談
　こころの相談日（要予約）
　大井グッドヘルス
　雑式町いきいきクラブ
　こころの相談日（要予約）
●3歳児健康診査
　江向健康教室
●5か月児健康相談
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

　相島健康教室

19㊏ 萩市長杯争奪バレーボール大会（中学の部）　
9:00〜市民体育館

20㊐
萩市民秋季バレーボール大会　　9:00〜市民体育館
リレーション3（冬）（ゲートボール）　　9:00〜萩甲子園球場
萩市市長杯大会（ソフトボール）　9:00〜萩スポーツ広場

23㊌ むつみ縦走駅伝　　　　　　　11:00〜むつみ地区

24㊍ グラウンド・ゴルフ打ち納め大会
8:30〜萩スポーツ広場

27㊐ FC椿西カップ　　　　　8:30〜萩スポーツ広場ほか

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
16㊌ 元気な時にかかる医者 10:30〜11:30 
17㊍ 子育て応援講座（適量ってなぁに？） 10:30〜12:00 
19㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00 
24㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
25㊎ だんすダンス！ 19:00〜20：00

26㊏ プラバン工作（定員：50個分、材料費：1個
30円） 13:30〜16:00

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
22㊋、29㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
22㊋ 発達相談日 11:30〜15:00
◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

16㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
サート、パネルシアター、親子ヨガなど

10:00〜11：30

祝
！
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
累
計
利
用
者
４
０
０
万
人
達
成
！

　

平
成
12
年
４
月
に
運
行
を
開
始
し
た

「
萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
」
の
累
計
利

用
者
が
、
11
月
１
日
に
４
０
０
万
人
を

達
成
し
ま
し
た
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４
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０
万
人
目
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は
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山
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市
の
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原
弓ゆ
み
か佳
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社
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し
た
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ま
ぁ
ー
る
バ
ス
は
、
市
民
や
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客

の
交
通
手
段
と
し
て
運
行
を
開
始
。
料

金
は
１
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円
で
、
市
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所
、
市
民
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、
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ー
や
駅
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。
昨
年
度
の
利
用
者
数
は
過

去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

400万人目は観光客の今宮さんと藤原さん（左から）
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※小児科は、22日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番（休日急患診療センター）は、
　午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜3時
※救急医療は急患のためのものです。

日月火水木金土
2 3 54

7 8 9 10
13 19
20

11
15 16 1714 18
23 2422

12

26
27

2521

6

28 2930

1

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

20日㊐
23日㊌
27日㊐

［内（外）科］
［内（外）科］
［内（外）科］

須佐診療セ
齋藤（阿武町）
休日急患診療セ

08387・6・2540
08388・2・2838
26・1397

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊌
●人権相談 （10:00〜/田万川保健センター）外科 花宮（平安古町） 25･8738
○年金出張相談 （10:00〜/田万川総合事務所）内科 波多野（堀内） 25・2788

17㊍
●行政相談 外科 兼田（吉田町） 22･1113

（10：00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 柳井（橋本町） 22・0748

18㊎
●人権相談 （10:00〜/弥富公民館）外科 田町（東田町） 24・1234
●行政相談 （10:00〜/弥富公民館）内科 みやうち（椿） 25・2500

19㊏
○阿武川流域森林だくさん祭り （10:00〜/森の館萩）外科 都志見（江向） 22・2811
○押し花作品展示会 〜20日 （10:00〜/市民館）内科 市原（塩屋町） 22・0184

20㊐

○大井ふるさとまつり （9:00〜/旧大井小学校） 内科（外科）・歯科
○三見公民館まつり （9:30〜/三見公民館ほか）休日急患診療センター（椿）26・1397
○萩往還ささなみおいでん祭 （9:30〜/旭活性化センター）
○須佐赤米フェスタ （10:00〜/須佐大橋コミュニティ広場）
○吹奏楽による第九 （14:30〜/市民館大ホール）

21㊊
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 藤原（土原） 22・0781

22㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170

内科 山本（椿東） 26・0077
小児科 いわたに（椿東） 24・2100

23㊌
○川上直売所感謝祭 （9:30〜/萩阿武川温泉公園） 内科（外科）・歯科
○道の駅収穫感謝祭　　　　　　　　（10:00〜/道の駅「ゆとりパークたまがわ」）休日急患診療センター（椿）26・1397
○むつみ縦走駅伝大会 （11:00〜/むつみ地域）

24㊍
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 めづき（土原） 22・2248
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）内科 全真会（玉江浦） 22･4106

25㊎
外科 かわかみ（椿東） 21・7538
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

26㊏
○萩商工高校文化祭「萩商工祭」 （9:30〜/萩商工高等学校）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
○萩イルミネフェスタ 〜1/5 （17:30〜/JR萩駅舎周辺）内科 中坪（今魚店町） 22・5430

27㊐

○萩産業フェスタ （10:00〜/田町商店街） 内科（外科）・歯科
○萩セミナーハウス体験まつり （10:00〜/萩セミナーハウス）休日急患診療センター（椿）26・1397
●萩ものしり博士検定 （10:30〜/萩セミナーハウスほか）
○全日本大正琴フェスティバルin萩 （13:00〜/市民館大ホール）

28㊊
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

29㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/萩市社協旭事務所）外科 萩市民（椿） 25･1200
●萩市消費者セミナー （13:30〜/サンライフ萩）内科 波多野（堀内） 25・2788

30㊌
○萩・津和野線見学バスツアー （8:00〜/萩・津和野）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 柳井（橋本町） 22・0748

  1㊍

2 ㊎
●中央公民館合同作品発表会 〜4日 （9:00〜/市民館小ホール）

16  →30日 日

11月 情報カレンダー

12
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■人の動き（平成28年10月末日）
人口／49,885人（前月−75）
男／22,948人（前月比−35） 女／26,937人（前月比−40）
世帯数／23,958世帯（前月比−24） 出生／20人  死亡／68

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※10月16日〜10月31日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

hagi
表紙 旧明倫小学校 → 萩・明倫学舎へ

来年３月４日オープン！
　旧萩藩校明倫館の跡地に建つ日本最大の木造校舎、
旧明倫小学校が、萩の新たな観光起点に生まれ変わ
ります。10 月下旬に、整備が進む本館の工事用の囲
いが外れ、天気の良い日には、青空と赤い屋根、白
い壁の美しいコントラストを見ることができます。
▷萩・明倫学舎 2 号館（萩・世界遺産ビジターセン
ターと幕末ミュージアム）の半額前売券販売中！
大人 300 円⇒ 150 円　高校生 200 円⇒ 100 円　
小中学生100円⇒ 50円　（29 年 2月末まで）

　杉民
み ん じ

治（梅太郎）・吉田松陰兄弟の叔父。藩士杉家に
生まれ、11 歳の文政3 年（1820）叔父の玉木正

まさみち

路の跡
をつぐ。文之進は通称で、名は正

まさかぬ

韞。幼い吉田松陰の指
導にあたる一方で、天保7 年（1836）以降、松陰の代理
教授として藩校明倫館で山鹿流兵学を教授します。
　天保9 年、御

お く ら も と じ ゅ ん ば ん け ん し や く

蔵元順番検使役となるも、天保11 年、
部下が不始末を起こしたため非職となります。天保
13 年、自宅に松下村塾を創始し、子弟の教育にあたり
ます。後に藩政に復帰し、弘化4 年（1847）御

お て あ て

手当総
そ う

奉
ぶぎょう

行宍
し し ど

戸孫
ま ご し ろ う

四郎の手
て も と や く

元役、嘉永元年（1848）明倫館
都
と こ う

講となり、公務多忙となったため塾を廃止。安政元年
（1854）手

てまわりぐみ

廻組に加えられ、相
さがみのくにそなえば

模国備場総奉行毛利隠
岐の手元役となり、安政2 年、相模国（神奈川県）へ出
張します。その後、小郡・吉田・船木・上関・奥阿武・山
代など諸郡の代官として民政に尽力し、郡奉行もつと
めた。元治元年（1864）には自宅に寄宿した乃

の ぎ

木希
まれすけ

典
の指導も行っています。
　明治2 年（1869）に隠居し、松下村塾を再興、子弟の
教育に専念します。しかし、明治9 年、玉木家の養子正

まさよし

誼
（乃木希典の弟、萩の乱で戦死）や、門人が多数参加した
萩の乱の直後、玉木家の墓前で自刃しました。

玉 木 文
ぶ ん の し ん

之進
松下村塾の創始者

【生没年】　1810 年〜 1876 年（文化 7 〜明治 9）
【享　年】　67 歳
【誕生地】　長門国萩（萩市）
【墓　所】　萩市椿東（護国山団子岩）

萩・幕末維新
人物ものがたり

⑧

　「萩の乱」から、今年で140 年目の年となります。

玉木文之進旧宅（椿東）
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